
完全オンライン学会　　13:00－16:40 司会　関谷綾子会員

13:00-13:05 開会の辞 齋藤健司会長

登壇者

1．過去から現在に向けた問題意識

スポーツの高度化と大衆化の過程

〜子どもがスポーツをする社会に向けて〜

登壇者

13:45-13:55

10分
休憩

子どもの権利保護に向けた競技団体の取り組み（FIFA Guardiansな

ど）

高松政裕会員

（弁護士）

国際機関の取り組み（UNICEF子どもの権利とスポーツの原則など）

中井裕真氏

（日本ユニセフ協会広

報室室長）

子どもの権利の実現に向けた選手の取り組み：World Players

AssociationのCAREプロジェクト

杉山翔一会員

（弁護士）

国際人権NGOヒューマン・ライツ・ウォッチの日本のスポーツにおけ

る子どもへの暴力に関する2020年調査に関するご報告

土井香苗氏（弁護士、

国際NGOヒューマン・ラ

イツ・ウォッチ日本代

表）

14:35-14:45

10分
休憩

登壇者

15:30-15:50

20分
(2)　国内外の様々なベストプラクティスから学ぶ

山崎卓也会員

（弁護士）

15:50-16:00

10分
休憩

16:00-16:30

30分

16:30-16:40 閉会の辞 齋藤健司会長

現在パート

2．現在における取り組みと問題点

各種国際的な取り組みから理解する、現在のトレンド

13:25-13:45

20分

森　克己会員

（鹿屋体育大学）

未来パート

13:05-13:25

20分

村本宗太郎会員

（常葉大学）

２０２０年７月４日　日本スポーツ法学会　夏期合同研究会　プログラム

子どものスポーツの権利と主体性・楽しむこと
～　未来へ伝えたい、子どものスポーツのあり方　～

※時間は前後する場合があります。

※内容は多少の変更がされる場合があります。

開始

過去パート

全体を振り返って

13:55-14:35

40分

3．未来へ向けて　希望を感じるベストプラクティスに学ぶ未来像

スポーツにおける子どもへの体罰・虐待防止の取組と未来への提言－

イギリスの先進事例及び国際的な取組を踏まえて

総括・Q&A（パネルディスカッション）— 森克己会員、村本宗太郎会員、中井裕真氏、土井香

苗氏、古杉航太郎氏（コーディネーター・山崎卓也会員）

14:45-15:30

45分

(1)　部活動をアップデートせよ

　　　〜カップラーメンの原理で見る部活動3.0〜

古杉航太郎氏

（聖光学院高等学校本

年度卒業生）


